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STEM教育分野におけるMoodleの活用事例と可能性
Sunday, 1 March 2026 09:30 (25 minutes)

STEM分教育野において Moodleを活用する上でのいくつかの工夫として，1) Cinderella等の動的数
学ソフトによる学習教材の使用，2) AIによる実験レポートの添削や文字認識，3) STACKによる小テ
ストの高度化，4)外部ツールによる JupyterHubとの連携を通じたデータサイエンス教育，等につい
て報告し，その効果や課題を検討する。これらを通じ，多くの対象現象が時間的・空間的に変化す
ること，実験・観測・試行計算等による実証性が重視されること，数式・数量による定量的表現が
不可欠であること，プログラミングによるデータの処理が有効であること，等の STEM教育分野に
固有・共通の特性に応じたMoodle活用実践の有効性や展望等を議論したい。
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